
令和５年度リニモ沿線地域づくり会議  

～瀬戸市の取組状況について～ 
 

 

１ せと・まるっとミュージアムの推進 

瀬戸市全域の魅力ある観光資源を活用した総合的なまちづくりを進めるなかで、イベン

ト等の開催を通じてリニモ沿線を含めた地域全体の賑わいと交流を創出しています。 

令和 5 年度主な開催事業 

名  称 開催(予定)日 
入込客数 

(R5 年度実績) 

入込客数 

(R4 年度実績) 

せと陶祖まつり 令和 5 年 4 月 15 日(土)、16 日(日) 20,000 人 25,000 人 

せともの祭 令和 5 年 9 月 9 日(土)、10 日(日) 360,000 人 340,000 人 

来る福招き猫まつり in 瀬戸 令和 5 年 9 月 23 日(土)、24 日(日) 43,000 人 40,000 人 

せと・まるっとミュージアム大回遊 令和 5 年 11 月 11 日(土)、12 日(日) 未確定 2,500 人 

陶のまち瀬戸のお雛めぐり 令和 6年 1月 27日(土)～3月 3日(日) - 81,000 人 

合  計 423,000 人 488,500 人 

 

２  愛・パークの活用 

愛・地球博の理念「自然の叡智」を未来へ繋げるため「愛・パーク」を活用し、毎月第

3日曜日に市民団体によるイベントを実施。（令和 4年度の利用者数 33,457人） 

 

３ デジタルまつり 2023 

「瀬戸市デジタルリサーチパークセンター」において、施設を広く市民の方に親しんで

いただくデジタルまつりを毎年 11月に開催しています。また、「リニモ秋色ウォーキング」

との同時開催によりリニモの利用促進を図っています。（令和 5年度の利用者数 1,300人） 

 

４ コミュニティバスの運行 

八草駅と市内中心市街地間で瀬戸市コミュニティ

バス上之山線を運行しています。新型コロナウイル

ス感染拡大により減少した利用者は徐々に回復して

おり、市民の生活の足として、リニモ沿線や瀬戸市

内イベント時の移動手段として運行を維持していま

す。 

また今年度は、リニモを含めた他の公共交通機関へ

の乗り継ぎ利用を促進するため、乗継マップ等を作

製し、コミュニティバス停留所や車内にて周知啓発

を行っています。 

 

運行経路：八草駅 ～ 愛・パーク ～ サンヒル上之山 ～ 山口駅 ～ 瀬戸口駅 ～ 尾張瀬戸駅 

運行便数：上り 7便/日、下り 8便/日 

上之山線利用者数 

年度 路線全体の利用者数 八草駅の利用者数 

令和 2 年度 23,198 人 2,646 人 

令和 3 年度 23,917 人 2,162 人    

令和 4 年度 25,309 人 2,901 人    

 

  
コミュニティバス乗継マップ 



５ ジブリパークへのバス運行実証実験 

ジブリパークの開園に合わせ、令和４年１１月１

日から令和５年３月３１日までバスの運行がなか

った平日（ジブリパーク休園日を除く）について※

名鉄瀬戸線尾張瀬戸駅からシャトルバスを実験的

に運行し、利用状況を調査しました。 

  

※土休日のみ尾張瀬戸駅～菱野団地～愛・地球博記念 

公園駅間で名鉄バスによる運行が行われています 

    

運行便数：上り 6便/日、下り 6便/日 

利用者数：941人（1日平均利用者数 11.6人） 

 

 

６ 新たな賑わい創出となる中心市街地へのホテ  

ル誘致 

ジブリパーク開園を契機に、観光を新たな産

業の 1 つとして進めるうえで大きな課題であっ

た中心市街地へのホテル誘致事業を進め、令和

５年９月にホテルルートイン尾張瀬戸駅前が開

業しました。 

 

 

７ 市内民間事業者の取組み（ジブリパーク TAXI：瀬戸自動車運送㈱） 

ジブリパークの開園に合わせ、市民及び市外からの観光客の移動手段として瀬戸市～ジ

ブリパーク間でラッピング車両による定額サービスのタクシー運行を実施しています。別

途追加料金で自宅等への送迎も可能となっています。 

   実施期間：令和 4年 11月 1日～（休園日除く） 

   運行時間：7時 00分～17時 30分頃 

   運行経路：尾張瀬戸駅付近（マルセビル）～ジブリパーク 

  

  
事業内容（瀬戸自動車運送㈱HP より） 

 

 

 

  
市内からジブリパークへの移動手段 

（市 HP より） 

 
ホテルルートイン尾張瀬戸駅前 

資料４ 


